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災
害
救
護
活
動
は
、
日
本
赤
十
字
社

の
基
本
的
業
務
で
あ
り
、
そ
の
活
動
は

多
く
の
住
民
か
ら
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
、
災
害
発
生
直
後
の
迅
速
な
初
期

対
応
が
行
わ
れ
る
か
否
か
は
、
救
護
活

動
の
成
否
に
大
き
く
影
響
す
る
も
の
で

あ
り
、
最
大
数
の
被
災
者
を
救
護
す
る

た
め
に
は
、
平
時
か
ら
常
に
訓
練
を
重

ね
、
技
術
と
知
識
を
習
得
し
て
お
く
こ

と
が
重
要
で
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
日
本
赤
十
字
社
長

野
県
支
部
管
内
の
関
係
者
に
よ
る
合
同

救
護
訓
練
を
今
年
度
も
９
月
17
日(

土)

に
飯
山
赤
十
字
病
院
を
主
会
場
に
て
実

施
し
ま
し
た
。

　

当
院
に
お
い
て
も
救
護
班
１
班
が
合

同
救
護
訓
練
に
参
加
し
ま
し
た
。
訓
練

項
目
と
し
て
は
次
の
通
り
で
す
。

①
支
部
災
害
対
策
本
部
。
支
部
現
地
災

　

害
対
策
本
部
・
病
院
災
害
対
策
本
部

　

の
設
置
及
び
運
営
訓
練

②
各
関
係
機
関
と
の
連
携
訓
練
・
参
集

　

訓
練

③
業
務
用
無
線
を
活
用
し
た
情
報
集
・

　

伝
達
訓
練

④
救
護
所
開
設
・
運
営
訓
練

⑤
多
数
傷
病
者
ト
リ
ア
ー
ジ
等
訓
練

　

日
本
赤
十
字
社
長
野
県
支
部

　
　

合
同
救
護
訓
練
に
参
加
し
ま
し
た

⑥
病
院
受
入
及
び
病
院
支
援
訓
練

⑦
血
液
製
剤
確
保
・
炊
き
出
し
訓
練

⑧
避
難
所
巡
回
診
療
訓
練

　

特
に
、
各
関
係
機
関
と
の
連
携
訓
練

で
は
、
今
回
、
行
政
と
の
連
携
と
し
て

長
野
県
北
信
保
健
福
祉
事
務
所
と
被
災

地
内
の
医
療
ニ
ー
ズ
に
つ
い
て
連
携
を

行
な
う
点
、
ま
た
、
避
難
所
巡
回
診
療

で
は
、
発
災
後
48
時
間
後
の
想
定
に
て
、

避
難
所
内
の
医
療
ニ
ー
ズ
の
把
握
及
び

応
急
手
当
等
を
実
施
す
る
点
が
、
今
回

の
訓
練
項
目
に
新
た
に
加
わ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
当
院
の
当
日
の
訓
練
の
模

様
を
お
伝
え
し
ま
す
。
当
院
は
、
今
回

新
た
に
訓
練
項
目
と
な
っ
た
避
難
所
巡

回
診
療
を
担
当
と
な
り
ま
し
た
。
当
院

一
病
院
の
み
で
２
ケ
所
の
避
難
所
に
行

く
事
と
な
り
、
不
安
な
点
も
あ
り
ま
し

た
が
、
班
長
で
あ
る
田
村
院
長
の
指
揮

の
元
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
な
い
、
最

初
の
巡
回
場
所
で
あ
る
新
町
区
民
セ
ン

タ
ー
へ
出
向
き
ま
し
た
。
避
難
所
で
は
、

11
名
の
被
災
者
が
お
り
一
人
一
人
診
察

を
行
な
い
な
が
ら
、
避
難
所
で
の
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
・
公
衆
衛
生
環
境
に
つ
い
て

も
調
査
を
行
な
い
ま
し
た
。
内
、
１
名

に
つ
い
て
は
救
急
搬
送
が
必
要
な
症
状

で
あ
り
、
無
線
を
使
い
、
救
急
搬
送
の

手
配
を
行
な
い
ま
し
た
。
２
ケ
所
目
の

上
町
児
童
セ
ン
タ
ー
で
は
、
９
名
の
被

災
者
が
お
り
、
同
じ
く
診
察
を
行
な
い
、

医
療
ニ
ー
ズ
の
調
査
を
行
な
い
ま
し
た
。

同
じ
く
１
名
の
救
急
搬
送
依
頼
も
行
い

ま
し
た
。
最
終
的
に
活
動
状
況
を
ア
セ

ス
メ
ン
ト
シ
ー
ト
に
ま
と
め
、
活
動
報

告
を
し
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
訓
練
項
目
で
あ
り
、
多
々

反
省
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
が
、
実

り
の
あ
る
訓
練
で
あ
っ
た
と
実
感
し
て

い
ま
す
。
貴
重
な
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
当
院
は
、
赤
十
字
精
神
の
も

と
救
護
活
動
を
行
う
病
院
と
し
て
ま
い

進
し
て
ま
い
り
ま
す

当院災害救護チーム
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熊
本
地
震
災
害
に
か
か
る
義
援
金
に

つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

�

本
年
4
月
14
日
に
発
生
し
た
、
熊
本

県
熊
本
地
方
を
震
源
と
す
る
最
大
震
度

7
の
地
震
以
降
、
相
次
ぐ
余
震
に
よ
り
、

熊
本
県
を
中
心
に
大
き
な
被
害
が
出
て

い
ま
す
。

�

こ
れ
を
受
け
て
日
本
赤
十
字
社
で
は
、

平
成
28
年
４
月
15
日
よ
り
義
援
金
の
受

け
付
け
を
開
始
し
ま
し
た
。
当
院
で
は
、

各
部
署
各
位
へ
の
お
願
い
、
受
付
窓
口

前
募
金
箱
に
よ
り
義
援
金
を
募
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　

そ
の
皆
さ
ま
の
善
意
の
結
果
、
9
月

14
日
現
在
、
７
６
９
５
３
円
の
義

援
金
が
集
ま
り
ま
し
た
。

�

ま
た
、
6
月
28
日
に
は
、
浅
科
中
学

校
生
徒
会
よ
り
、
同
中
学
校
で
集

め
ら
れ
た
義
援
金
３
８
４
５
０
円

が
田
村
院
長
に
手
渡
さ
れ
、
当
院
を
通

じ
７
月
１
日
に
長
野
県
支
部
へ
送
金
さ

れ
ま
し
た
。

�

皆
さ
ま
方
の
暖
か
い
ご
支
援
・
ご
協

力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

な
お
、
熊
本
地
震
災
害
義
援
金
の
受

付
期
間
は
、
平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で

と
な
り
ま
す
。
引
き
続
き
皆
さ
ま
方
の

ご
支
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

医
療
社
会
事
業
部
よ
り

　

9
月
11
日
に
開
催
さ
れ
た
佐
久
市
望

月
競
歩
大
会
の
救
護
班
と
し
て
出
動
し

ま
し
た
。

　

29
回
を
迎
え
た
大
会
は
、
愛
称
「
駒

道
競
歩
大
会
」
と
呼
ば
れ
旧
望
月
町
か

ら
始
ま
っ
た
も
の
で
す
。

�

今
回
、
５
、
14
、
24
キ
ロ
の
コ
ー
ス

が
設
定
さ
れ
１
３
８
名
の
参
加
で
、
最

高
齢
者
は
82
歳
、
最
高
連
続
踏
破
者
は

22
回
で
す
。

　

当
日
は
暑
く
も
な
く
薄
曇
り
で
、
時

折
り
秋
風
が
吹
く
、
絶
好
の
競
歩
日
和

と
な
り
ま
し
た
。
ス
タ
ー
ト
を
見
届
け

て
か
ら
、
14
キ
ロ
の
折
り
返
し
地
点
で

あ
る
抜
井
公
民
館
で
待
機
し
て
お
り
ま

し
た
。
こ
の
公
民
館
は
休
憩
所
も
兼
ね

て
お
り
、
参
加
者
に
冷
た
い
飲
み
物
や

果
物
が
振
る
ま
わ
れ
ま
し
た
。

�

ゴ
ー
ル
で
あ
る
望
月
総
合
体
育
館
に

は
、
締
切
り1

時
間
前
ま
で
に
１
３
８
名

全
員
が
ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。

�

参
加
者
は
表
彰
式
で
踏
破
賞
を
授
与

さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
思
い
出
と
な
る
1

日
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

�

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
心
配
し
て
い
た

熱
中
症
や
負
傷
者
が
出
る
こ
と
な
く
無

事
に
大
会
を
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。

�

　 佐
久
市
望
月
競
歩
大
会
の
救
護
に

出
動
し
ま
し
た�

　

近
年
リ
ハ
ビ
リ
と
い
う
言
葉
を
よ
く

耳
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
か
と
思
い
ま

す
。
本
国
に
お
け
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
の
歴
史
も
50
余
年
が
経
ち
ま
す
。

昔
で
は
一
部
の
病
院
で
行
わ
れ
て
い
た

こ
と
が
現
在
身
近
な
も
の
に
な
っ
て
い

る
こ
と
も
事
実
で
す
。

�

当
院
に
お
い
て
も
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
を
行
う
患
者
様
が
多
く
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
す
。
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
で

は
、
急
性
期
、
回
復
期
、
維
持
期
、
終

末
期
と
大
き
く
４
つ
に
分
け
て
係
わ
っ

て
い
ま
す
。
課
と
し
て
は
、
理
学
療
法

士
・
作
業
療
法
士
と
い
う
国
家
資
格
を

持
つ
職
員
6
名
が
在
籍
し
て
お
り
ま
す
。

�

入
院
生
活
に
お
け
る
急
性
期
、
回
復

期
か
ら
在
宅
生
活
に
戻
ら
れ
て
の
維
持

期
、
終
末
期
と
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
昨
年
か
ら
導
入
い
た
し

ま
し
た
地
域
包
括
ケ
ア
病
床
に
お
い
て

の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
充
実
は
、

再
入
院
率
の
低
下
に
寄
与
し
一
定
の
効

果
を
得
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
ま

た
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
充
実

に
力
を
入
れ
入
院
生
活
後
の
在
宅
で
の

機
能
維
持
や
生
活
の
維
持
に
対
す
る
フ

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
の

紹
介

　

リ
ハ
ビ
リ
の
多
く
は
病
院
内
で
行
わ

れ
て
お
り
ま
す
が
、
通
院
が
難
し
い
方

に
対
す
る
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
で
は
生
活
の

場
（
在
宅
）
で
行
え
る
た
め
利
用
者
様

の
問
題
に
即
時
対
応
が
で
き
る
と
い
う

利
点
が
あ
り
ま
す
。

　

お
困
り
の
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら

外
来
診
察
時
な
ど
に
医
師
に
リ
ハ
ビ
リ

を
し
て
み
た
い
と
お
声
掛
け
い
た
だ
け

る
と
幸
い
で
す
。

当
院
リ
ハ
ビ
リ
科
ス
タ
ッ
フ
で
す
。

世
代
が
若
い
分
、
情
熱
的
で
意
欲
的

で
す
。
親
切
で
丁
寧
、
そ
し
て
気
さ

く
な
面
々
で
す
。

,
,
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当
院
広
報
誌(
夏
号:

8
月
発
行)

で
お

伝
え
し
ま
し
た
、
「
川
西
赤
十
字
病
院

医
療
提
供
計
画
書
」
に
つ
い
て
、
本
社

及
び
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
並
び
に
院

内
で
協
議
し
、
こ
の
度
本
計
画
書
の
内

容
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
地
域
の

皆
様
に
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
回
は
、
当
院
の
現
状
と
課
題
に
つ

い
て
報
告
い
た
し
ま
す
。

�

ま
ず
、
当
院
の
診
療
圏
と
患
者
層
で

す
が
、
患
者
の
約
70
％
が
望
月
地
区
と

な
っ
て
お
り
、
次
い
で
立
科
町
、
浅
科

地
区
、
東
御
市
と
続
い
て
い
ま
す
。
患

者
の
年
齢
層
は
、
入
院
、
外
来
共
に
70

歳
以
上
が
多
く
の
割
合
を
占
め
て
お
り
、

特
に
入
院
に
お
い
て
は
、
95
％
以
上
が

70
歳
以
上
と
な
っ
て
い
ま
す
。
当
院
の

疾
患
構
成
は
、
高
齢
者
の
慢
性
的
な
疾

患
（
肺
炎
、
骨
折
、
脳
梗
塞
後
遺
症
、

心
不
全
）
患
者
の
受
け
入
れ
が
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
当
院
が
診
療
圏

と
す
る
佐
久
市
、
立
科
町
、
東
御
市
に

お
け
る
将
来
人
口
推
計
に
よ
る
と
、
当

院
を
受
診
す
る
患
者
の
約
80
％
以
上
を

占
め
る
高
齢
者
人
口
に
お
い
て
は
、
平

成
42
年
こ
ろ
ま
で
継
続
し
て
増
加
す
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
医
療
需

　
　
　
　
　

当
院
の
取
組
み
②

【
川
西
赤
十
字
病
院
医
療
提
供
計
画
に
つ
い
て
】

要
に
つ
い
て
は
、
入
院
医
療
は
継
続
し

て
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
こ
と
が
見
込
ま
れ

ま
す
が
、
外
来
医
療
に
つ
い
て
は
、
既

に
ピ
ー
ク
を
過
ぎ
、
今
後
減
少
が
見
込

ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
病
床
機
能
別

で
は
、
入
院
医
療
の
需
給
状
況
に
つ
い

て
地
域
医
療
構
想
お
よ
び
病
床
機
能
報

告
制
度
の
情
報
を
活
用
し
整
理
し
ま
す

と
、
佐
久
医
療
圏
に
お
け
る
病
床
数
は

総
数
で
は
過
剰
と
判
断
さ
れ
て
お
り
、

「
急
性
期
病
床
の
圧
縮
」
「
回
復
期
機

能
の
拡
大
」
「
慢
性
期
の
圧
縮
」
と
い

う
方
向
性
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
当
院
が
診
療
圏
と
す
る
望

月
、
浅
科
、
立
科
地
区
に
お
け
る
有
床

の
医
療
機
関
は
存
在
し
な
い
こ
と
か
ら
、

１
・
２
次
救
急
を
含
め
、
一
定
の
医
療

機
能
の
提
供
体
制
は
必
要
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
実
際
、
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
に
お
い
て
も
、
地
域
住
民
の
高

齢
化
が
進
む
中
で
近
隣
に
入
院
施
設
が

あ
る
こ
と
が
望
ま
れ
て
お
り
、
当
院
が

有
す
る
各
機
能
に
つ
い
て
、
今
後
も
必

要
で
あ
る
と
多
く
の
地
域
住
民
の
皆
様

よ
り
ご
支
持
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

�

次
に
当
院
の
診
療
実
績
で
す
が
、
1

日
あ
た
り
入
院
患
者
数
は
６
６
・
７
人

(

平
成
27
年
度
実
績)

と
な
っ
て
お
り
、

年
々
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
外
来
患
者

数
は
1
日
あ
た
り
８
０
・
７
人(

平
成

27
年
度
実
績)

で
平
成
24
年
度
を
ピ
ー

ク
に
減
少
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
常

勤
医
師
の
退
職
に
よ
り
、
患
者
の
流
出

等
が
影
響
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
当
院
の
医
師
不
足
は
深
刻
な
状

況
で
毎
年
、
日
本
赤
十
字
社
本
社
の
支

援
に
よ
り
医
師
派
遣
を
受
け
て
常
勤
3

名
体
制
を
維
持
し
て
い
ま
す
。
一
方
で
、

新
た
な
新
専
門
医
制
度
の
開
始
に
よ
り

日
赤
本
社
か
ら
の
医
師
派
遣
が
出
来
な

く
な
る
可
能
性
も
高
く
、
現
状
の
機
能

規
模
で
継
続
的
に
運
営
を
し
た
と
し
て

も
、
今
後
、
同
程
度
の
患
者
獲
得
が
困

難
に
な
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

次
に
当
院
の
財
務
状
況
で
す
が
、
佐

久
市
、
東
御
市
、
立
科
町
か
ら
の
支
援

（
平
成
25
年
度
よ
り
毎
年
8
千
万
円
の

補
助
）
に
よ
り
、
平
成
25
年
度
か
ら
収

支
に
改
善
が
見
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

平
成
27
年
度
は
地
域
包
括
ケ
ア
病
床
の

導
入
に
よ
り
、
平
成
26
年
度
よ
り
収
支

は
改
善
し
て
い
ま
す
。
収
益
で
は
、
入

院
診
療
収
益
は
地
域
包
括
ケ
ア
病
床
の

導
入
と
そ
の
高
稼
働
に
よ
り
増
加
基
調

と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
外
来
診

療
収
益
に
つ
い
て
は
常
勤
医
師
の
退
職

が
影
響
し
、
徐
々
に
減
少
し
て
い
ま
す
。

費
用
で
は
、
給
与
費
及
び
委
託
費
に
大

き
な
動
き
が
確
認
さ
れ
、
給
与
費
に
つ

い
て
は
、
退
職
給
付
費
用
の
計
上
や
医

師
の
退
職
及
び
招
へ
い
、
地
域
包
括
ケ

ア
病
床
導
入
に
向
け
た
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ

ッ
フ
の
増
員
に
よ
り
変
動
し
て
い
ま
す
。

当
院
の
経
営
悪
化
要
因
の
一
つ
に
収
入

に
対
す
る
人
件
費
の
割
合
が
高
い
こ
と

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
委
託
費
に

つ
い
て
は
、
診
療
情
報
管
理
業
務
の
委

託
や
事
務
当
直
に
関
す
る
業
務
委
託
に

よ
り
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。

�

以
上
、
当
院
の
現
状
か
ら
、

　

①
入
院
機
能
の
適
正
化　

　

②
外
来
収
益
の
向
上　

　

③
職
員
の
生
産
性
の
向
上　

　

④
費
用
の
適
正
化　

　

⑤
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
へ
の
参

　
　

画　

の
課
題
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

�　

こ
の
よ
う
な
課
題
に
対
し
て
、
当
院

に
お
け
る
今
後
の
医
療
提
供
体
制
に
つ

い
て
の
基
本
方
針
と
重
点
施
策
を
、
次

号
の
広
報
誌
で
地
域
の
皆
様
に
お
伝
え

し
て
ま
い
り
ま
す
。

�
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��

今
年
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
シ
ー
ズ
ン
が
や
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

当
院
で
も
左
記
の
予
定
で
予
防
接
種
を
実
施
し
ま
す
。
今
年
も
予
約
制
で
は
な

く
、
外
来
の
診
察
時
間
内
に
接
種
い
た
し
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
受
付

窓
口
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

��

接
種
期
間

�

　

平
成
28
年
10
月
15
日
（
土
）
〜
平
成
28
年
12
月
28
日
（
水
）

�

　

※
定
員
に
達
し
た
時
点
で
終
了
と
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

��

接
種
日
時
（
※
外
来
の
診
察
時
間
内
に
実
施
し
ま
す
。
）

�

　
月
曜
日
〜
金
曜
日　
　
　
　
　
　
　

8
時
30
分
〜
11
時
30
分
ま
で

�

　
第
１
・
３
・
５
土
曜
日　
　
　
　
　

8
時
30
分
〜
11
時
30
分
ま
で

�

　
水
・
木
曜
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

14
時
30
分
〜
16
時
00
分
ま
で

��

お
申
込
み
方
法

�

　

・
お
電
話
に
よ
る
予
約
は
受
付
し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
外
来
の
診
察
時
間

　
　
　

内
に
直
接
受
付
窓
口
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

�

　

・
役
所
よ
り
予
診
票
が
送
付
さ
れ
て
い
る
方
は
、
必
ず
受
付
時
に
ご
提
示

　
　
　

く
だ
さ
い
。

���

　
　
　
　
　

☆
詳
細
は
、
当
院
医
事
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　
　
　
　
　
　
　

電
話 

０
２
６
７
ー
５
３
ー
３
０
１
１

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
ご
案
内

職
員
一
人
ひ
と
り
の
更
な
る
接
遇
マ
ナ

ー
の
向
上
を
目
的
と
し
て
、
患
者
サ
ー

ビ
ス
委
員
会
で
は
、
年
２
回
、
全
職
員

を
対
象
に
接
遇
自
己
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
回
７
月
に
１

回
目
の
接
遇
自
己
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を

実
施
し
ま
し
た
の
で
、
ご
報
告
い
た
し

ま
す
。

�

接
遇
自
己
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
は
「
言

葉
遣
い
・
態
度
・
身
だ
し
な
み
」
の
３

つ
の
項
目
に
つ
い
て
、
５
段
階(

Ａ 

常

に
で
き
て
い
る
、
Ｂ 

時
々
で
き
て
い
る
、

Ｃ 

あ
ま
り
で
き
て
い
な
い
、
Ｄ 

ほ
と
ん

ど
で
き
て
い
な
い
、
Ｅ 

ま
っ
た
く
で
き

て
い
な
い)

の
い
ず
れ
か
で
チ
ェ
ッ
ク
を

行
な
い
ま
す
。

�
今
回
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
で
は
、
全

職
員
95
名
中
86
名
の
回
答
で
し
た
。

「
言
葉
遣
い
・
態
度
」
で
は
17
項
目
中
、

５
項
目
が
８
割
の
職
員
が
常
に
・
時
々

で
き
て
い
る
（
以
下
「
で
き
て
い
る
」
）

評
価
で
し
た
。
「
身
だ
し
な
み
」
は
９

項
目
中
、
ほ
ぼ
全
て
の
項
目
で
８
割
が

病
院
の
資
質
向
上
を
目
指
し
て
・
・
患
者
サ
ー
ビ
ス
委
員
会
②

接
遇
自
己
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の

１
回
目
の
実
施
結
果
に
つ
い
て

「
で
き
て
い
る
」
評
価
で
し
た
。
「
言

葉
遣
い
・
態
度
」
で
特
に
「
で
き
て
い

る
」
評
価
が
低
い
項
目
と
し
て
は
、

「
忙
し
さ
を
表
情
に
出
さ
な
い
よ
う
に

し
て
い
ま
す
か
（
で
き
て
い
る
56
％
）
」
、

「
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
や
電
話
に
素
早
く
丁

寧
に
対
応
し
て
い
ま
す
か
（
で
き
て
い

る
57
％
）
」
、
「
な
れ
な
れ
し
過
ぎ
る

言
葉
は
極
力
避
け
て
い
ま
す
か(

で
き
て

い
る
59
％)

」
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
今
後

の
改
善
す
べ
き
項
目
に
な
る
と
思
い
ま

す
。

�

接
遇
の
遇
と
い
う
言
葉
は
思
い
や
り

の
心
を
も
っ
て
お
世
話
を
す
る
意
味
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
相
手
を
思
い
や
る

と
い
う
言
葉
は
、
相
手
の
立
場
に
立
っ

て
相
手
の
考
え
や
気
持
ち
に
思
い
を
寄

せ
た
り
、
相
手
に
興
味
を
持
ち
関
心
を

寄
せ
る
意
味
が
含
ま
れ
ま
す
。

�

今
回
の
接
遇
自
己
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

を
通
じ
て
接
遇
の
基
本
を
も
う
一
度
確

認
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
12
月
に
も

う
一
度
接
遇
の
自
己
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

を
実
施
し
ま
す
の
で
、
１
回
目
の
時
と

比
較
を
行
な
い
、
更
な
る
接
遇
の
向
上

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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9
月
1
日
の
救
急
の
日
を
迎
え
、
当

院
で
も
各
災
害
訓
練
に
参
加
し
て
お
り

ま
す
。
9
月
17
日
に
は
、
長
野
県
内
の

赤
十
字
病
院
合
同
災
害
訓
練
に
参
加
し
、

10
月
2
日
に
は
長
野
県
総
合
防
災
訓
練

に
参
加
予
定
で
す
。
各
救
護
班
共
に
、

災
害
時
の
対
応
が
行
え
る
よ
う
訓
練
に

励
ん
で
お
り
ま
す
。

�

今
回
は
、
皆
様
へ
も
日
本
赤
十
字
社

で
開
催
し
て
お
り
ま
す
各
種
講
習
の
ご

案
内
を
い
た
し
ま
す
。
日
本
赤
十
字
社

は
、｢

苦
し
ん
で
い
る
人
を
救
い
た
い
と

い
う
思
い
を
結
集
し
、
い
か
な
る
状
況

下
で
も
、
人
間
の
い
の
ち
と
健
康
、
尊

厳
を
守
る
」
と
い
う
使
命
に
基
づ
き
、

「
救
急
法
」
「
水
上
安
全
法
」
「
雪
上

安
全
法
」
「
幼
児
安
全
法
」
お
よ
び

「
健
康
生
活
支
援
講
習
」
の
5
種
類
の

講
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
人
命
を
救
う

方
法
や
健
康
で
安
全
に
暮
ら
す
た
め
の

知
識
と
技
術
を
伝
え
る
た
め
、
日
本
赤

十
字
社
は
5
つ
の
講
習
を
行
っ
て
い
ま

す
。
「
救
急
法
」
は
、
日
常
生
活
に
お

け
る
事
故
防
止
や
手
当
て
の
基
本
、
人

工
呼
吸
や
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
方
法
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
を

用
い
た
除
細
動
、
止
血
の
仕
方
、
包
帯

の
使
い
方
、
骨
折
な
ど
の
場
合
の
固
定
、

搬
送
、
災
害
時
の
心
得
な
ど
に
つ
い
て

当
院
の
救
急
法
に
つ
い
て

の
知
識
と
技
術
を
習
得
で
き
ま
す
。

「
水
上
安
全
法
」
は
、
水
と
親
し
み
、

水
の
事
故
か
ら
人
命
を
守
る
た
め
、
泳

ぎ
の
基
本
と
自
己
保
全
、
事
故
防
止
、

溺
れ
た
人
の
救
助
、
応
急
手
当
の
方
法

な
ど
の
知
識
と
技
術
を
習
得
で
き
ま
す
。

「
雪
上
安
全
法
」
で
は
、
雪
の
楽
し
さ

を
知
る
と
と
も
に
、
ス
キ
ー
場
な
ど
で

の
事
故
防
止
や
、
け
が
人
の
救
助
、
応

急
手
当
の
知
識
と
技
術
を
習
得
で
き
ま

す
。
「
幼
児
安
全
法
」
は
、
子
ど
も
を

大
切
に
育
て
る
た
め
に
、
乳
・
幼
児
期

に
起
こ
り
や
す
い
事
故
の
予
防
と
そ
の

手
当
、
か
か
り
や
す
い
病
気
と
発
熱
・

け
い
れ
ん
な
ど
の
症
状
に
対
す
る
手
当

な
ど
の
知
識
と
技
術
を
習
得
で
き
ま
す
。

5
つ
目
に
「
健
康
生
活
支
援
講
習
」
は
、

誰
も
が
迎
え
る
高
齢
期
を
、
健
や
か
に

生
き
る
た
め
に
必
要
な
健
康
増
進
の
知

識
や
高
齢
者
の
支
援
・
自
立
に
向
け
役

立
つ
介
護
技
術
を
習
得
で
き
ま
す
。

�

そ
の
中
の
「
救
急
法
」
か
ら
、
一
次

救
命
救
急
の
手
順
を
お
伝
え
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
身
近
な
所
で
、
も
し
ど
な

た
か
倒
れ
て
い
た
ら
、
次
の
手
順
を
参

考
に
し
て
み
て
下
さ
い
。
（
大
出
血
等

が
な
く
意
識
も
な
く
通
常
の
呼
吸
も
な

い
場
合
）

1．傷病者を発見したら周囲の状況を観察します。
�　　（二次事故がないように確認しご自身を守ることも大切です 。）
2．全身の観察をします。
�　　（大出血など直ちに手当て・通報す べき傷病者であるかを観察し
　　　　ます。）
3．反応（意識）の確認をします。
�　　（「もしもし、大丈夫ですか ？」と声をかけ、反応があるか確認
　　　　　します。）
4．協力者を求めます。
�　　（一人より他の方にも協力を求めます 。119番通報・AEDを持っ
　　　　てきてもらいます。）�
5．呼吸の確認をします。 
6．胸骨圧迫を30回行います。
7．気道確保を行います。
8．人工呼吸を2回行います。
9．６～８を繰り返します。
10.AEDが着いたら６～８を続けながらAEDを装着し使用します。
11.その後、救急隊が到着するまでAEDのアナウンスを聞きながら、協力者と
　  交代しながら続けます。
�　

　

言
葉
で
お
伝
え
す
る
の
は
な
か
な
か

難
し
い
も
の
で
す
。
ぜ
ひ
、
講
習
会
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
、
一
人
で
も
多
く

の
方
を
救
え
る
お
手
伝
い
を
し
て
い
た

だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
各
講
習
は
日

本
赤
十
字
社
長
野
県
支
部
で
受
付
け
し

て
お
り
ま
す
。
ご
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ

ひ
、
お
声
か
け
く
だ
さ
い
。

※（引用参考：日本赤十字社
　　ホームページより）
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セ
ブ
ン

イ
レ
ブ
ン

Ｐ国
道

号
線

142

至立科・諏訪方面

望月高校
佐久市役所
望月支所

駒
の
里

ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー

立体
駐車場

至東御・上田方面

　　川西
　　赤十字病院

Ｐ

Ｐ
Ｐ

Ｐ
Ｐ 駐車場

会場
結いの家

佐久良荘

西
友

免許センター前
信号

至
佐
久
イ
ン
タ
ー

　
臼
田
方
面

〒
望
月

　
郵
便
局

消防署

ATM

★健康・栄養・介護相談★　

★ 血 管 年 令 無 料 測 定 ★

☆入場は無料です お気軽にお越しください☆

免許
センター

Ｐ

身
障
者
用

（
一
般
駐
車
禁
止
）

会場案内図

Ｐ

た こ や き 、 ポ ッ プ コ ー ン 無 料 配 布 ! !

1４時25分～14時45分

10月22日(土) 12時00分 開場
佐久市駒の里ふれあいセンターにて

ご案内

12時00分～12時55分まで

12時00分～12時55分まで
※時間に限りが有りますので規定の人数に達した場合、
　終了とさせていただく場合がありますがご了承くだ
　さい。

楽 脳
フイットネス

前
回
大
好
評
に
つ
き
も
う
一
度
、

　

お
越
し
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た

手
足
を
動
か
し
て

　
　
　
　
　

楽
し
く
脳
の
訓
練

三
浦 

弘
先
生
再
び
！

み　

う
ら

ひ
ろ
し

13時10分～14時10分

※材料が無くなり次第終了とさせていただきます

お
手
軽
に
認
知
症
予
防
や

　
　
　
　
　

「
要
介
護
」
予
防
に

信州望月太鼓演奏会

信州望月太鼓は榊祭りを
中心に25年以上精力的に
活動している和太鼓チー
ムです。
和太鼓の迫力と幽玄の響
きをお楽しみください

菜ないろ畑の野菜販売
な 売り切れ御免！
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８
月
15
日
、
今
年
も
地
域
の
伝
統

で
あ
る
榊
ま
つ
り
の
民
謡
流
し
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

例
年
こ
の
お
祭
り
の
日
は
雨
が
多

い
の
で
す
が
、
地
元
の
お
年
寄
り
に

聞
き
ま
す
と
こ
ろ
、
こ
の
祭
り
は

「
雨
乞
い
」
の
目
的
も
あ
っ
た
ら
し

く
雨
の
日
が
多
い
の
だ
そ
う
で
す
。

　

し
か
も
、
「
榊
ま
つ
り
に
雨
が
降

る
と
そ
の
年
は
豊
作
」
な
の
だ
そ
う

で
す
。

　

当
日
も
朝
か
ら
雨
が
降
り
、
今
年

榊
ま
つ
り
民
謡
流
し
に
参
加
し
ま
し
た

敬
老
会
を
行
い
ま
し
た

　

9
月
14
日
の
秋
晴
れ
の
爽
や
か
な
午

後
か
ら
、
病
院
主
催
で
敬
老
会
を
実
施

し
ま
し
た
。

�

会
場
に
ご
自
分
で
歩
い
て
い
ら
し
た

方
や
車
椅
子
の
方
、
総
勢
20
名
の
患
者

様
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。

�

今
年
は
小
諸
市
か
ら
お
招
き
し
た
オ

カ
リ
ナ
奏
者
グ
ル
ー
プ
「
む
ぎ
く
さ
」

の
皆
様
8
名
の
演
奏
を
楽
し
み
ま
し
た
。

信
州
で
長
く
生
活
を
し
て
い
ら
し
た
患

者
様
に
は
馴
染
み
の
深
い
「
信
濃
の
国
」

か
ら
始
ま
っ
た
演
奏
会
は
「
夕
焼
け
こ

や
け
」
、
「
里
の
秋
」
、
「
も
み
じ
」
、

「
高
原
列
車
は
行
く
」
と
続
き
、
少
し

肌
寒
く
な
っ
た
こ
の
季
節
に
あ
っ
た
心

に
染
み
る
音
色
が
会
場
と
な
っ
た
ホ
ー

ル
に
響
き
ま
し
た
。

�

8
人
全
員
で
華
や
か
に
奏
で
る
場
面

も
あ
れ
ば
、
二
重
奏
で
し
っ
と
り
と
歌

う
よ
う
に
奏
で
る
場
面
も
あ
り
、
患
者

様
も
一
緒
に
口
ず
さ
み
な
が
ら
楽
し
ん

で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

�
南
牧
村
出
身
の
井
出
氏
が
作
詩
し
た

「
北
国
の
春
」
、
そ
し
て
「
ふ
る
さ
と
」

と
演
奏
は
続
き
「
母
さ
ん
の
歌
」
が
演

奏
さ
れ
た
際
は
、
涙
ぐ
ん
で
い
ら
っ
し

ゃ
る
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に

「
肩
た
た
き
」
、
「
あ
ざ
み
の
歌
」
、

最
後
に
信
州
中
野
市
出
身
の
中
山
晋
平

氏
作
の
「
望
月
小
唄
」
が
演
奏
さ
れ
、

皆
さ
ん
歌
い
な
が
ら
手
振
り
を
つ
け
て

楽
し
み
ま
し
た
。

　

オ
カ
リ
ナ
の
奏
で
る
涼
し
い
秋
風
の

よ
う
な
音
色
は
移
り
変
わ
る
季
節
の
は

か
な
さ
と
美
し
さ
を
感
じ
さ
せ
、
患
者

様
は
懐
か
し
い
曲
か
ら
、
思
い
お
こ
さ

れ
る
自
ら
の
人
生
を
慈
し
ん
で
お
ら
れ

る
よ
う
な
表
情
に
、
生
き
る
こ
と
の
美

し
さ
、
尊
さ
を
う
か
が
え
る
貴
重
な
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

の
秋
の
稔
り
も
保
証
さ
れ
た
の
で
す

が
、
濡
れ
鼠
に
な
り
な
が
ら
の
民
謡

流
し
を
覚
悟
し
て
い
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
夕
方
こ
ろ
か
ら
雨
は
止

み
、
降
っ
て
い
た
雨
の
お
か
げ
で
た

い
し
て
暑
く
も
無
く
、
絶
好
の
コ
ン

デ
シ
ョ
ン
と
な
り
ま
し
た
。

　

職
員
の
仲
間
意
識
も
、
よ
り
一
層

深
ま
り
、
地
域
の
皆
様
と
の
ふ
れ
あ

い
も
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

 



★ 受 付 時 間 ( 全 科 ) 　 午 前 7 : 0 0 ～ 1 1 : 3 0 ★
 　 ( 初 診 患 者 受 付 は 8 : 3 0 よ り 開 始 )

★曜日により診療開始時間が下記の時間帯になります
・外科　(火曜日)　8:30～
・整形外科　(火・木・第1、第3、第5土曜日)　9:00～
・眼科　(第1、第3、第5土曜日)　9:00～

★木曜日内科午後診は14:30～16:00まで

月 火 水 木 金 土
★第２、第4土曜日は休診日です

眼 科 午 前
9:00～11:30

長野日赤
第1・3・5週

整形外科
(リウマチ科)
(リハビリ科)

午 前
8:30～11:30

大内 悦雄 大内 悦雄大内 悦雄小諸厚生
9:00～ 塩澤 律 9:30～

信州大学
  第1・5週

★
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内 科
(循環器科)

午 前
8:30～11:30

午 後
14:30～
         16:00

田村 泰夫
稗田 宏子 稗田 宏子

米倉 宏明 田村 泰夫 第1 稗田米倉 宏明 

米倉 宏明 

田村 泰夫

外 科
(消化器科)

午 前
9:00～11:30

清水 公男 検　査 佐久総合清水 公男

第3 第5
立石智則

応援医師 
全国日赤からの

応援医師 
全国日赤からの

大内 悦雄
交替制不定期

休　診　 検　査

信大 田中

　

初
め
ま
し
て
。

　

平
成
28
年
9
月
１
日
よ
り
採
用
さ
れ
ま

し
た
、
久
米
典
彦
と
申
し
ま
す
。

�

私
は
福
岡
県
で
生
ま
れ
、
長
野
県
と
同

じ
よ
う
に
自
然
豊
か
な
（
山
と
海
の
違
い

は
あ
り
ま
す
が
）
山
口
県
で
育
ち
ま
し
た
。

�

平
成
元
年
に
山
口
大
学
医
学
部
を
卒
業
し
ま
し
て
、
放
射
線

科
医
と
し
て
、
Ｃ
Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
核
医
学
な
ど
の
画
像
診
断
業

務
と
と
も
に
、
主
に
肺
癌
の
患
者
さ
ま
方
の
抗
癌
剤
治
療
、
放

射
線
治
療
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
き
ま
し

た
。

　

10
年
ほ
ど
前
よ
り
長
野
県
と
ご
縁
が
あ
り
、
長
野
県
赤
十
字

血
液
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
献
血
検
診
業
務
と
、
不
定
期
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
気
象
庁
の
気
象
観
測
船
や
水
産
大
学
校
の
漁
業

調
査
実
習
船
の
船
医
を
し
て
き
ま
し
た
。

�

こ
の
た
び
川
西
赤
十
字
病
院
の
職
員
と
な
り
、
医
師
と
し
て
、

微
力
な
が
ら
地
域
の
皆
さ
ま
の
お
役
に
立
て
ま
す
よ
う
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
自
然
と
歴
史
に
恵
ま
れ
た
望
月
を
こ
れ
か
ら
ゆ
っ
く

り
と
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

�

い
ろ
い
ろ
と
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
る
こ
と
も
多
い
こ
と
と
思

い
ま
す
が
、
な
に
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�

久
米
典
彦
内
科
医
師
が
当
院
に
就
任
し
ま
し
た

外 来 医 師 担 当 表

久米典彦 （8:30～11:30）

9:00～

第3週4週
　不定期
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